
中妻高架橋(上り線) A2橋台 撤去工 既設耐震連結装置 S=1:12.5

中妻高架橋(上り線)

A2橋台 撤去工 既設耐震連結装置
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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撤去 Ancber Bolt φ32 残置

撤去
撤去
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撤去

撤去

撤去

切断位置

ガス切断

注記

1.

は、撤去部を示す。また、既設撤去後新設充填2.

アンカ一ボルトの切断面は。防錆処理を行うこと。3.

切断位置

ガス切断

Ancber Bolt φ32 残置

1-BASE PL 440x32x420(SM400A)

1- PL     400x22x418(SS400)

1-PL      400x22x397(SS400)

2-PL      180x14x180(SS400)

2-RIB PL  133x16x299(SS400)

2-RIB PL  133x16x201(SS400)

1-PIN     φ56x340(S35C)

2-NUT     M56(第1種)(SS400)

2-NUT     M56(第3種)(SS400)

2-座金    φ105x9   (SS400)

2-割ピン  φ10x100  (SWRM10)

4-NUT     M27(第1種)(SS400)

4-NUT     M27(第3種)(SS400)

4-座金    φ50x4.5   (SS400)

撤去材料(撤去数:5)

切断位置

ガス切断

40
切断位置

ガス切断

Ancber Bolt φ32 残置

S=1:50

S=1:12.5

S=1:12.5

S=1:12.5

完成図を基に作成している。

550

モルタル部を示す。
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既設ステップ撤去・処分
既設ステップ撤去・処分

1-RB 19φ x 432

2-FB 90 x 6 x 289

撤去・処分材料 (n=20)

撤去図

中妻高架橋(上り線) A1橋台 撤去工 検査路B 詳細図 S=1:75

注記

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.ハッチングのステップは撤去する部分とする。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A1橋台 撤去工 検査路B 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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注記

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

3.部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

200 2600 1200 4065 270

5028

443

7006000

1350 590 590 300120

2910 20 5340

100 780

880

1
0
2
2

1
0
6
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1-PIPE φ42.7x2.3x2910(STK400)

5-L 65x65x6x1258

20-BN M16x45(2-W付)

2-PIPE φ21.7x1.9x2910(STK400)

K-1 K-3

2-PL 90x12x285(SM400A)

1-PIPE φ42.7x2.3x 780(STK400)

2-PIPE φ21.7x1.9x 780(STK400)

平 面 図

正 面 図 側 面 図 (2 - 2)
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中妻高架橋(上り線) A1橋台 設置工 検査路B 詳細図(その1) S=1:75

7
8
0

1
0
0

2
0

7
4
0

2
0

2
0
0

3
8
0

2
0
0

1
50

2
4
0
2
4
0

1
5
0

700 5028

40 1959 2 3000 26

250 328

100 250 7x231.4=1620 60 5x200=1000 100

マンホール

K-1 K-3

1-Ch.PL  740x3.2x1579(SS400相当品)

2-CH 100x50x5x7.5x 780

2-CH 100x50x5x7.5x2990

29-BN M10x30(1-W,1-TW付)

4-FB 75x9x770

2-PL 160x8x760

K-3

2-L  50x50x6x770

1-Ch.PL  740x3.2x1369(SS400相当品)

1-Ch.PL  740x3.2x1959(SS400相当品)
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1-CH 125x65x6x8x 780
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1-PIPE φ42.7x2.3x3488(STK400)

4-L 65x65x6x1258

16-BN M16x45(2-W付)

2-PIPE φ21.7x1.9x3479(STK400)
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1-PIPE φ42.7x2.3x 510(STK400)
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2-PIPE φ21.7x1.9x1139(STK400)
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※ ☆印箇所は抜け落ち防止加工を施す。

新設検査路

手摺り曲げ加工詳細 S=1:50
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1-Ch.PL  740x3.2x1369(SS400相当品)

1-CH 100x50x5x7.5x 780

2-CH 100x50x5x7.5x2990

26-BN M10x30(1-W,1-TW付)

4-FB 75x9x770

2-PL 160x8x760

2-L  50x50x6x770

1-Ch.PL  740x3.2x1559(SS400相当品)

1-CH 125x65x6x8x 780
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3-PL 96x12x285(SM400A)

 6-U.BOLT 呼び15C

3-U.BOLT 呼び32C

1-PIPE φ42.7x2.3x3330(STK400)

3-L 65x65x6x1258

12-BN M16x45(2-W付)

2-PIPE φ21.7x1.9x3330(STK400)

K-2

1-PIPE φ42.7x2.3x 780(STK400)

2-PIPE φ21.7x1.9x 780(STK400)
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　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A1橋台 設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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注記

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

3.部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
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1-BASE PL 335x16x300(SM400A)

4-BN M16x50(2-W)

6-ホールインアンカー M16x125

製作数:n=6

6
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BK1

支柱２本で手摺りを固定する箇所のみ

新設ブラケット詳細図

中妻高架橋(上り線) A1橋台 設置工 検査路B 詳細図(その2) S=1:25

6

図面中は☆印で示す

ステップ詳細

1-RB φ22x430

2-FB 90x6x350

   2-ホールインアンカー M16x125

製作数:n=5
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　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A1橋台 設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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注記

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

3.部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

マンホール詳細

S=1:10蝶番詳細

2-L 50x50x6x6601-ゴム 40x3x665(エチレンプロピレンゴム)

1-Ch.PL 655x3.2x600(SS400相当品)

6-BN M10x30(2-W)

2-L 50x50x6x695

3-FB 50x6x50

6-皿ネジ M4x8

1-L 50x50x6x665

6-皿ネジ M4x8

1-ゴム 40x3x665(エチレンプロピレンゴム)

1-L 50x50x6x665

1-ゴム 25x3x60(エチレンプロピレンゴム)

1箇所当り部材(設置数:2箇所) 

1-PL 206x4.5x73(SM400A)

2-皿ネジ M4x8

1-PL  25x4.5x60(SM400A)

ストッパー詳細 S=1:10

1-RB φ16x140

2-PL 30x3.2x100(SM400A)

1箇所当り部材(設置数:2箇所) 

2-PIPE φ21.7x1.9x23(STK400)

2-割ピン φ5x36(SWRM8)

3-PIPE φ21.7x1.9x15(STK400)

"a"部詳細 S=1:10
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マンホール鍵詳細 S=1:10

1-RB φ13x200

1-FB 25x4.5x130

中妻高架橋(上り線) A1橋台 設置工 検査路B 詳細図(その3) S=1:25

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A1橋台 設置工 検査路B 詳細図(その3)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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5 39

2
59
1

既
設

検
査

路
切

断
範

囲

1
4
5

279

860

上り線の施工時は撤去しない

既
設

検
査

路
再

利
用

注記

1.特記なき材質は、全てSS400とする。
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正 面 図 側 面 図(B - B)

平 面 図 側 面 図(A - A)

1-Ch.PL  480x3.2x6105

1-Ch.PL  480x3.2x650

1-CH 100x50x5x7.5x5975

24-BN M16x45(2-W)

28-FB 50x6x490

撤去・処分材料

1-Ch.PL  480x3.2x6000

6-PL 200x8x520

28-PL 172x6x200

1-PIPE 25A x 6110(SGP)

14-PIPE 25A x 1180(SGP)

1-PIPE 25A x 745(SGP)

1-PIPE 25A x 5990(SGP)

撤去・処分材料

2-PIPE 15A x 799(SGP)
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撤去・処分材料

2-PIPE 15A x 129(SGP)

2-PIPE 15A x 153(SGP)

1-CH 100x50x5x7.5x304

中妻高架橋(上り線) A2橋台 撤去工 検査路B 詳細図 S=1:100

撤去図

2.ハッチングの検査路は撤去する部分とする。

下り線 上り線

下り線 上り線

上り線の施工時は撤去しない

12765

100

既設検査路切断範囲

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A2橋台 撤去工 検査路B 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

33/72

33/72
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上り線の施工時は撤去しない 新設検査路
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注記

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

3.部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

正 面 図

平 面 図

下り線 上り線

側 面 図 (1 - 1)
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1-Ch.PL  890x3.2x1569(SS400相当品)

2-CH 100x50x5x7.5x 4500

2-CH 100x50x5x7.5x 930

42-BN M10x30(1-W,1-TW付)
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5-U.BOLT 呼び32C
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中妻高架橋(上り線) A2橋台 設置工 検査路B 詳細図(その1) S=1:100

改造図
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新設検査路

1-Ch.PL  890x3.2x1559(SS400相当品)

1-Ch.PL  890x3.2x1569(SS400相当品)

2-CH 100x50x5x7.5x 4500

2-CH 100x50x5x7.5x 930

40-BN M10x30(1-W,1-TW付)

5-FB 75x9x920

2-PL 160x8x910

K-2

1-Ch.PL  890x3.2x1328(SS400相当品)

4-L  50x50x6x920

1-Ch.PL  890x3.2x1559(SS400相当品)

400 4120 400 2960

4-PL 93x12x285(SM400A)

 8-U.BOLT 呼び15C

4-U.BOLT 呼び32C

4-L 65x65x6x1258

1-PIPE φ42.7x2.3x4500(STK400)

16-BN M16x45(2-W付)

2-PIPE φ21.7x1.9x4500(STK400)
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1-PL 90x12x285(SM400A)
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type-1既設ステップ

再設置

既設ステップ
再設置

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A2橋台 設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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注記

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

2.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

3.部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
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支柱２本で手摺りを固定する箇所のみ

ステップ詳細

1-RB φ22x430

2-FB 90x6x300

   2-ホールインアンカー M16x125

製作数:n=18
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新設ブラケット詳細図

中妻高架橋(上り線) A2橋台 設置工 検査路B 詳細図(その2) S=1:25

6

再設置ブラケット用アンカー

8-ホールインアンカー M16x125

図面中は☆印で示す

1-RB φ22x430

2-FB 90x6x550

   2-ホールインアンカー M16x125

製作数:n=12
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　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A2橋台 設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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新設 2×3箇所＝6本

中妻高架橋(上り線) P2橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図 S=1:125

撤去・復旧

撤
去
・
復
旧

α

撤去・復旧延長
α

P2 6.378

S=1:25

S=1:25

中妻高架橋(上り線) P2橋脚

撤去・設置工 排水管A 詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

※完成図を基に作成している。

炭素繊維巻立て補強

36/72
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A＝平面積×斜率

 ＝26.6m²×1.118＝29.7m²
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水路 Ds-Pu-0.24-0.24 撤去・復旧
　L=3.6m

水路 Ds-Pu-0.30-0.30 撤去・復旧
　L=6.9m

北
茨
城
市
道
22
92
号
線

普
通
河
川
　
横
手
川

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

撤去・再設置図

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

中妻高架橋(上り線) 撤去・再設置図

平面図 

S=1:200
橋脚耐震補強施工時

注記

1. 水路、フェンス等の仕様は管理平面図からの読み取りである。

   構造物掘削等と干渉する水路やフェンス等は、現地に設置され

   ている形状や規格と同等品を再設置すること。
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花園川橋(上り線) A1橋台 撤去工 既設耐震連結装置 S=1:25

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

花園川橋(上り線)

A1橋台 撤去工 既設耐震連結装置

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

撤去

撤去箇所

S=1:12.5

S=1:12.5

切断撤去

切断撤去
アンカー切断面は、
防錆処理等を行うこと

アンカーボルトφ36×125撤去

切断撤去
アンカー切断面は、
防錆処理等を行うこと

注記)
1.完成図を基に作成している。
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花園川橋(上り線) A2橋台 撤去工 既設耐震連結装置 S=1:25

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

花園川橋(上り線)

A2橋台 撤去工 既設耐震連結装置

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

撤去

撤去箇所

S=1:12.5

S=1:12.5

切断撤去

アンカーボルトφ36×125撤去

撤去箇所

切断撤去
アンカー切断面は、
防錆処理等を行うこと

切断撤去
アンカー切断面は、
防錆処理等を行うこと

S=1:12.5

S=1:75

注記)
1.完成図を基に作成している。
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花園川橋(上り線) A1橋台 撤去工 検査路B 詳細図 S=1:50

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

花園川橋(上り線)

A1橋台 撤去工 検査路B 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

S=1:25

S=1:25 S=1:25

S=1:25

S=1:25

S=1:12.5

撤去箇所

※完成図を基に作成している。
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花園川橋(上り線) A1橋台 設置工 検査路B 詳細図(その1)

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記

A - A
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5-L.65x65x6x1258

10-U.BOLT 呼び15(C形,1,3種ナット(M10)付)

5-U.BOLT 呼び32(C形,1,3種ナット(M10)付)

1-PL.90x3.2x1720

20-BN.M10x35(2-W)

2-PL.90x3.2x1435

1-PL.90x3.2x1715

5-PL.195x12x285(SM400A)

20-BN.M16x45(2-W)

1-PIPE φ42.7x2.3x6801(STK400)

2-PIPE φ21.7x1.9x6801(STK400)

2-  .100x50x5x7.5x830

72-BN.M10x30 (1-W,1-TW)

9-FB.90x9x820

2-  .100x50x5x7.5x6800

1-Ch.PL 740x3.2x6760(SS400相当品)

3-BASE PL.160x9x810(SM400A) 33x200=6600
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20 6760
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　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

花園川橋(上り線)

A1橋台 設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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DD

"a"部詳細 S=1:25

検査路断面詳細

1
2

花園川橋(上り線) A1橋台 設置工 検査路B 詳細図(その2)

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

注記)

S=1:25
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通路用ブラケット S=1:25
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1-BASE PL.335x16x300(SM400A)
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  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。
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Ｕボルト詳細

C形:呼び32
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図面中は☆印で示す

☆印 手摺抜け落ち防止加工詳細 S=1:15
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沓座面勾配に合わせて取付
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6

6
5

3

3333
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

花園川橋(上り線)

A1橋台 設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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花園川橋(上り線) A2橋台 撤去工 検査路B 詳細図 S=1:50

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

花園川橋(上り線)

A2橋台 撤去工 検査路B 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

S=1:25

S=1:25

S=1:25

S=1:25

撤去箇所

梯子は、既設残置

※完成図を基に作成している。
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花園川橋(上り線) A2橋台 設置工 検査路B 詳細図(その1)

A - A

S=1:75
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 8-U.BOLT 呼び15(C形,1,3種ナット(M10)付)

4-U.BOLT 呼び32(C形,1,3種ナット(M10)付)

1-PL.90x3.2x1710
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1-PL.90x3.2x1435

1-PL.90x3.2x1715

4-PL.195x12x285(SM400A)

16-BN.M16x45(2-W)

1-PIPE φ42.7x2.3x5191(STK400)

2-PIPE φ21.7x1.9x5191(STK400)
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2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記)

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

0.70%

216

コンクリート縁端拡幅
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排水管VP150A 
新設

310

600

830100
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0
0

300

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

花園川橋(上り線)

A2橋台 設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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花園川橋(上り線) A2橋台 設置工 検査路B 詳細図(その2) S=1:25
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2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

注記)

6-φ23孔

(　)内寸法は、 B3ブラケットを示す。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。
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縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

花園川橋(上り線)

A2橋台 設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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45/72



花園川橋(上り線) A2橋台 設置工 検査路B 詳細図(その3) S=1:75
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2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記)

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

花園川橋(上り線)

A2橋台 設置工 検査路B 詳細図(その3)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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花園川橋(上り線) A1橋台 撤去・設置工 排水管A 詳細図 S=1:75
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1.工事に先立ち、必ず現地計測を行い現地の状況を確認すること。

注記)

2.現地にて施工箇所の数量、寸法を確認の上、施工を行うこと。

3.※印部材は溶融亜鉛めっきとする。

既設検査路
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落橋防止構造C1

ブロック型ゴム被覆チェーン

桁切断

横変位拘束構造M
桁付ブラケット

横変位拘束構造M
下部工鋼製ブラケット
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撤去 1箇所
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流心延長　2.1m

500

574

8
0

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。
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1.工事に先立ち、必ず現地計測を行い現地の状況を確認すること。

注記)

2.現地にて施工箇所の数量、寸法を確認の上、施工を行うこと。

3.※印部材は溶融亜鉛めっきとする。
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下部工鋼製ブラケット

排水管改造工

2-PL  80×4.5×464(SS400)

取付金具 S-1

1-PL  80×6×360(SS400)
4-BN M12×40(SS400)
2-BN M12×40(1W付き)(SS400)

撤去 1箇所

撤去数量

取付金具 S-1　     1個
取付金具 S-3　     3個
排水管VP200A× 815 1個

45°エルボ         1個
排水管VP150A×3936 1個

受け桝             1個

新設数量

取付金具 S-3　    4個
排水管VP150A 1    1個

45°エルボ        1個
伸縮継手200A-150A 1個

流心延長　5.3m

排水管VP150A 2    1個

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。
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2 S=1:25
(製作数:1)VP150A曲げ(スリーブ付き)
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2-PL  80×6×370

取付金具 1箇所当たり

2-PL  80×6×401
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取付金具S-3 S=1:15
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※

※

6

φ
16
5

6

5
0

1
0
1
.
5

1
51

.
5

5
0
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伸縮継手200A-150A S=1:15

(個数:1)

1 S=1:25
(製作数:1)VP150A曲げ

1
9
11

5
0

1
8
6

3
1
0

1
3
6
5

φ165

R450

4 3
8

310

45°0'0"

R45 0

P1

P1

至　北茨城IC

下り線

上り線

至　いわき勿来IC

←花園川

602 58544 57755

117500

9272 3428

12700120001200012000120001874 13200 13200 13400 13530 1596

598

D-1

A1 A2

A1 A2

位置図

D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D-10

側面図

排水管改造工
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

花園川橋(上り線) A2橋台

撤去・設置工 排水管A 詳細図
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+
4
0

+6
0

+8
0

S
T
A
.
1
9
2

+
20

P1

P1

←
花
園
川

A1

下り線

上り線

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=19m

コンクリートブロック張撤去･復旧
L=16.6m A=37.1m2

花
園
川
　
河
川
管
理
用
通
路

北
茨
城
市
道
3435号

線

花園川橋(上り線) 撤去・再設置図

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

施工会社名

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

花園川橋(上り線)

撤去・再設置図

平 面 図 S=1:300

注記

1. 水路、フェンス等の仕様は管理平面図からの読み取りである。

   構造物掘削等と干渉する水路やフェンス等は、現地に設置され

   ている形状や規格と同等品を再設置すること。
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華川高架橋(上り線) A1,A2橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1) S=1:50

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

華川高架橋(上り線) A1,A2橋台

撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

撤去・設置 A1橋台(A2橋台) 

S=1:25

S=1:25

S=1:25 S=1:25
S=1:25 S=1:25

S=1:25

S=1:50

既設検査路 A1 808mm下げて設置

新設 4×8箇所＝32本

(A2 688mm下げて設置) 

撤去・設置箇所 撤去・設置箇所

梯子は、既設残置

再設置歩廊面

梯子追加梯子追加梯子追加

※完成図を基に作成している。
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復旧検査路

A1橋台
A2橋台

落橋防止構造

落橋防止構造

計画

2
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A1橋台(上り線) 検査路

A1橋台

現況

500100

1
1
0
0

1
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1
1
0
0

既設検査路 A1 808mm下げて設置
既設検査路 A2 688mm下げて設置
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1
0
0
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100

1
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0
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度

8
85

復旧検査路

1
8
8
5

1
1
0
0

A2橋台

500 100

1
00

1
1
0
0

計画現況
A2橋台(上り線) 検査路

華川高架橋(上り線) A1,A2橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2) S=1:50

撤去・設置 A1橋台(A2橋台) 

9
0
8

7
8
8

検査路一時撤去 検査路一時撤去

4-ホールインアンカー M16×125
新設

4-ホールインアンカー M16×125
新設

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。
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434

50
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ステップ詳細

1-RB φ22x430

2-FB 90x6x300

   2-ホールインアンカー M16x125

製作数:n=20

100 400 100

4060 6040

9
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φ19孔 430

φ
2
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100 400 100

4060 6040

φ
22

1
5
0
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4545
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(A1,A2 2箇所)

2
00

支承前面 梯子追加詳細

3
5
0

9
5
5
(
8
35
)

3
50

1
50

歩廊面

橋座面

150

梯子追加

2
0
0
5
(
1
8
8
5
)

3
50

1
50

2
00

3
5
0

9
5
5
(
8
35
)

S=1:25

(A1,A2 4箇所)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

華川高架橋(上り線) A1,A2橋台

撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

華川高架橋(上り線)

P1,P2橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

水戸管理事務所

華川高架橋(上り線) P1,P2橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図 S=1:100

S=1:25

S=1:25

S=1:25

S=1:25

S=1:25

S=1:12.5

S=1:50

排水管撤去・復旧箇所

撤
去
・
設
置
 
3
6
8
0+
H
5

P
1
 
74
5
5

P
2
 
60
5
5

撤去・設置延長

P1

P2

7455

6055

P1 新設 2×3箇所＝6本

P2 新設 2×4箇所＝8本

炭素繊維巻立て補強

※完成図を基に作成している。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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+
6
0+
4
0

P1 P2 A2A1

P3 P4 P5 A2

立入防止柵(一般型非積雪地用)
 L=27m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
 L=6m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
 L=5m

ガードレール Gr-C-4E
 L=5m

水路 CV(1)-0.24
　L=10.8m

水路 Ds-Pu-0.24-0.24
　L=12.0m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
 L=5m

( 山
根

・
大

津
港

線
)

県
道

1 54 号
線

立入防止柵(一般型非積雪地用)
 L=10m

農道

華川高架橋(上り線) 撤去･再設置図

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

華川高架橋(上り線)

撤去･再設置図

施工会社名

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:250

注記

1. 水路、フェンス等の仕様は管理平面図からの読み取りである。

   構造物掘削等と干渉する水路やフェンス等は、現地に設置され

   ている形状や規格と同等品を再設置すること。
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神の山橋(上り線) A1橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1) S=1:75

A - A
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0

2-L.65x65x6x1258

4-U.BOLT 呼び15（C形,1,3種ナット（M10）付）

2-U.BOLT 呼び32（C形,1,3種ナット（M10）付）

8-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x1325

2-PL.200x13x285（SM400A）

8-BN.M16x45（2-W）

1-PIPE φ42.7x2.3x1565（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x1565（STK400）

1-  .100x50x5x7.5x680

18-BN.M10x30 （1-W,1-TW）

3-FB.90x9x670

2-  .100x50x5x7.5x1327

1-Ch.PL 640x3.2x1285(SS400相当品)

2-BASE PL.160x8x660(SM400A)
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4-U.BOLT 呼び15 （C形,1,3種ナット（M10）付）

1-PIPE φ42.7x2.3x630（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x630（STK400）

2-U.BOLT 呼び32 （C形,1,3種ナット（M10）付）

8-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x680

2-PL.190x12x285（SM400A）

8-BN.M16x45（2-W）

2-L.65x65x6x1258

A A

1
26
7

54-BN.M10x30 （1-W,1-TW）

7-FB.90x9x670

2-  .100x50x5x7.5x4653

1-Ch.PL 640x3.2x4611(SS400相当品)

2-BASE PL.160x8x660(SM400A)

2-L.65x65x6x1258

4-U.BOLT 呼び15（C形,1,3種ナット（M10）付）

2-U.BOLT 呼び32（C形,1,3種ナット（M10）付）

8-BN.M10x35（2-W）

1-PL.90x3.2x1325

2-PL.200x13x285（SM400A）

8-BN.M16x45（2-W）

1-PIPE φ42.7x2.3x1565（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x1565（STK400）

4-L.65x65x6x1258

1-PL.90x3.2x1547

 4-PL.200x13x285（SM400A）1-PIPE φ42.7x2.3x5131（STK400）

2-PIPE φ21.7x1.9x5131（STK400）

 8-U.BOLT 呼び15（C形,1,3種ナット（M10）付）

 4-U.BOLT 呼び32（C形,1,3種ナット（M10）付）

16-BN.M10x35（2-W）

16-BN.M16x45（2-W）

1-PL.90x3.2x1237

1-PL.90x3.2x1542

1-  .100x50x5x7.5x680

18-BN.M10x30 （1-W,1-TW）

3-FB.90x9x670

2-  .100x50x5x7.5x1327

1-Ch.PL 640x3.2x1285(SS400相当品)

2-BASE PL.160x8x660(SM400A)

B B B B B B

B B B B B B10φ孔
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落橋防止構造
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100 680
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B - B

85

1-CH 125x65x6x8x 680

2-CH 125x65x6x8x 680

1-CH 125x65x6x8x 680

1565205130201565

マンホール マンホール

1
0
0
0

☆

☆

☆

☆

☆

☆

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。
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"a"部詳細 S=1:25
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50
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Uボルト

支柱２本で手摺りを固定する箇所のみ

図面中は☆印で示す

☆印 手摺抜け落ち防止加工詳細 S=1:15

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

神の山橋(上り線) A1橋台

撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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160380234

6-ホールインアンカー  M16x125

4-B.N M16x50（2-W）

1-BASE PL.335x16x300（SM400A）

1ヶ所分材料
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製作数：6ヶ
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通路用ブラケット S=1:25
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歩廊詳細 S=1:25

神の山橋(上り線) A1橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2) S=1:25

"c"
4

90
1
0

PL.90x9x670

5 670 5

3.5%

30

65 110

285

3012550 50

110

1
9
0

1
0

2
00

a a

a - a

20

3
.2

20

50

640

CH PL. t=3.2

1
0
0

9

PL.160x8x6604

680

4

b b

b - b

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

注記

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。

撤去:2ヶ所

既設梯子 背かご撤去詳細

取り外し撤去

2
1
00

1
6
5
0

6
23
8

2
48
8

6 400 6

1
00

2
0
0

6
23
8

3
5
00

1
5
0

3
8
5
0
（

既
設

梯
子

）
2
48
8

検査路天端

切断

切断

既設背かご

S=1:50

取り外し撤去
既設背かご

3-FB 65x6x2145
背かご撤去数量1箇所当り(2箇所)

3-FB 65x6x1839

1
0
5
0

1
0
5
0

2
1
4
5

6
5

20 15

（1-W,1-TW）

B.N M10x30

15

"b"部詳細 S=1:5

Ch PL t=3.2

680

Ｕボルト詳細 S=1:2

Uボルト

C形:呼び32

68

30

φ
1
0

5
6

R2
3

Nut.M10

47

30

φ
1
0

3
4

Uボルト

C形:呼び15

R1
2

Nut.M10

"c"部詳細 S=1:5

6

4

3
.
2

1
0
0

90
1
0

R2
0

45

50 12

9
0

1
0
1
0

PL.90x9x670

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

神の山橋(上り線) A1橋台

撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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マンホール詳細

2-L 50x50x6x6601-ゴム 40x3x435(エチレンプロピレンゴム)

1-Ch.PL 425x3.2x600(SS400相当品)

6-BN M10x30(2-W)

2-L 50x50x6x465

3-FB 50x6x50

4-皿ネジ M4x8

1-L 50x50x6x435

製作数:2

S=1:5

1
.
9

φ
2
1
.
7

φ
1
7
.9
1
.
9φ5孔

1010

20

φ
1
6

ピン端部詳細

9
.
2

割りピン詳細

4
.
6

36 410

S=1:5

6
5

4
3
5

2020

2525

6
8
0

φ6孔(ゴム側)
M4タップ孔(L材側)
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700

700

660 10

50

1
253 5

0

3

5
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2
2

30

50
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5405

φ13孔

660

600

230

700

70

20

10
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100

26.5x55長孔

6
8
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40

7
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5
x
1
0
0
=3

0
0

1
9
5

1
0
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ストッパー

30

40

100 230

1
0
0

250 250

1
0
0

[-100x50x5x7.5

[-125x65x6x8

4
2
5

2
0

4
6
5

ストッパー

"a"

20

1
8
0

3
5

1
5

神の山橋(上り線) A1橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その3) S=1:25

4

1-ゴム 40x3x435(エチレンプロピレンゴム)

4-皿ネジ M4x8

1-L 50x50x6x435

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

注記

S=1:10蝶番詳細

1-ゴム 25x3x60(エチレンプロピレンゴム)

1箇所当り部材(設置数:2箇所) 

1-PL 206x4.5x73(SM400A)

2-皿ネジ M4x8

1-PL  25x4.5x60(SM400A)

ストッパー詳細 S=1:10

1-RB φ16x140

2-PL 30x3.2x100(SM400A)

1箇所当り部材(設置数:2箇所) 

2-PIPE φ21.7x1.9x23(STK400)

2-割ピン φ5x36(SWRM8)

3-PIPE φ21.7x1.9x15(STK400)

"a"部詳細 S=1:10
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1
3

1
8

3

2
0

1

1
3 5

1

19

4.5
13
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680650
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30

39635
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25

5

200

25

1
30

5

87 114

3

φ
1
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マンホール鍵

A - A C - C

B - B D - D

マンホール鍵詳細 S=1:10

1-RB φ13x200

1-FB 25x4.5x130

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

神の山橋(上り線) A1橋台

撤去・設置工 検査路B 詳細図(その3)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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神の山橋(上り線) A2橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1) S=1:50

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

神の山橋(上り線) A2橋台

撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

撤去・設置

S=1:50

既設検査路 A2 683mm下げて設置

新設 4×8箇所＝32本

S=1:25

S=1:25

S=1:25 S=1:25

撤去・設置箇所

梯子は、既設残置

再設置歩廊面

梯子追加
梯子追加

※完成図を基に作成している。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

神の山橋(上り線) A2橋台

撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

既設検査路 A2 683mm下げて設置

計画現況
A2橋台(上り線) 検査路

神の山橋(上り線) A2橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2) S=1:50

撤去・設置 A1橋台（A2橋台）

1
0
0
程

度

8
8
0

復旧検査路

A2橋台

落橋防止構造C1

1
00

0

500 100

検査路一時撤去 A2橋台

1
1
0
0

7
8
3

1
0
0

1
1
0
0

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

4-ホールインアンカー M16×125
新設

1
8
8
0

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。

3
5
0

梯 子 詳 細

150

3
5
0

1
3
3

6
8
3

S=1:25

3
5
0

3
5
0

1
3
3

434

5
0

3
5
0

3
5
0

ステップ詳細

1-RB φ22x430

2-FB 90x6x300

   2-ホールインアンカー M16x125

製作数:n=10

100 400 100

4060 6040

9
0

4
5
4
5

φ19孔 430

φ
2
2

100 400 100

4060 6040

φ
2
2

1
5
0

5
0

90

4545

2
0
0

支承前面 梯子追加詳細

3
5
0

8
3
0

3
5
0

1
5
0

歩廊面

橋座面

150

梯子追加

1
8
8
0

3
5
0

1
5
0

2
0
0

3
5
0

8
3
0

S=1:25

(2箇所)
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神の山橋（上り線）P1～P4橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図 S=1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

神の山橋（上り線）

P1～P4橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

撤去・設置延長

P1

P2

5.468m

9.128m
P3 5.218m
P4 7.508m

1-PL  80×4.5×697(メッキ)

取付金具 特S-1(2)

1
6
5

7
4
.
5

特S-(2) S=1:15

2-ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰM12(メッキ)

φ
16
5

5

2-ホールインアンカー M12×100(メッキ)

2-φ14×30長孔

80

40 40

7
4
.
5

8
0 40

4
0

87

4.5

142

55 169.5

ゴムパッキング

3
14

3
14

3
0

4
0

1
7
4

4
0

30

新設

一時撤去再利用

既設1箇所あたり

P1 新設 2×4箇所＝ 8本 

P2 新設 2×6箇所＝12本 

P3 新設 2×3箇所＝ 6本 

P4 新設 2×5箇所＝10本 

排水管撤去・設置箇所

炭素繊維巻立て補強

※完成図を基に作成している。

59/72

59/72



+
80 S
TA

.
23

4

+
20 +
40

+
60

1
0
70

0

1500

1000

500

1300000
P1 P2 P3 P4

A1

NO.233+94.5 R=1
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NO.234+35 L=1
B2-4

NO.234+62 CL
B2-6

落橋防止構造
緩衝チェーン

炭素繊維巻立て補強

炭素繊維巻立て補強
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0
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200032002000

120040032004001200

12
0
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00
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00

手摺先行足場

6400

9000

6
40

0

9
00

0

3200 400 14001200

6400

9000

手摺先行足場
立入防止柵（一般型非積雪地用）

L=5.6m

立入防止柵（一般型非積雪地用）

L=16.3+10.8=27.1m

9116

じ
ゃ
か
ご
撤
去
・
復
旧

水路 Ds-Pu-0.30-0.30

L=6.0m

水路 Ds-Pu-0.30-0.30

L=4.9m

炭素繊維巻立て補強

炭素繊維巻立て補強

堀田沢→

ガードレール Gr-C-4E
　L=4m

立入防止柵(一般型非積雪地用)
　L=4m

北
茨
城
市
道
5 2
7 5
号
線

立入防止柵（一般型非積雪地用）

L=2.0

神の山橋(上り線) 撤去・再設置図

平面図 S=1:250

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

神の山橋(上り線)

撤去・再設置図

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

橋脚耐震補強施工時
凡 例

… 立入防止柵

… じゃかご

… 水路

   (一般型非積雪地用)
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里根川橋(上り線) 撤去工 既設耐震連結装置 S=1:20

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

里根川橋(上り線)

撤去工 既設耐震連結装置

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

撤去箇所

　　　　

切断撤去
アンカー切断面は、
防錆処理等を行うこと

4-アンカーボルトφ36×200撤去

　　　　

切断撤去
アンカー切断面は、
防錆処理等を行うこと

切断撤去
アンカー切断面は、
防錆処理等を行うこと

切断撤去
アンカー切断面は、
防錆処理等を行うこと

4.この図面は完成図を基に作成している。
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里根川橋(上り線) A1橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1) S=1:50

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

里根川橋(上り線)

A1橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

新設4×8箇所＝32本

既設 1  2  3  5 検査路 A1 757mm下げて設置

S=1:25S=1:25
S=1:50

S=1:50

S=1:50

S=1:50

1箇所

撤去・設置箇所

梯子は既設残置

1-PL 200×8×520

※完成図を基に作成している。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

里根川橋(上り線)

A1橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

里根川橋(上り線) A1橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2) S=1:50

撤去・設置 A1橋台

500

1
0
00

100

1
0
0
程

度

9
5
4

復旧検査路

落橋防止構造

A1橋台

A1橋台(上り線) 検査路

計画

1
1
0
0

A1橋台

8
5
7

検査路一時撤去

既設 1  2  3  5 検査路 A1 757mm下げて設置

500100

1
1
0
0

1
0
0

4-ﾎｰﾙｲﾝｱﾝｶｰ M16×125
新設

現況

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。
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梯 子 詳 細
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3
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3
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ステップ詳細

1-RB φ22x430

2-FB 90x6x300

   2-ホールインアンカー M16x125

製作数:n=6

100 400 100

4060 6040

9
0

4
5
45

φ19孔 430

φ
2
2

100 400 100

4060 6040

φ
22

1
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（3箇所）
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梯 子 詳 細

150
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S=1:25
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3
0
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0
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G1 - G2 間,G4 - G5 間,

3
0
0

3
0
0

3
0
0

1-RB φ22x430

2-FB 90x6x300

   2-ホールインアンカー M16x125

製作数:n=12

3
00

3
00

図は、ロ 梯子の図を示す。

（2箇所）

3
0
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梯 子 詳 細
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S=1:25
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里根川橋(上り線) P1橋脚 撤去工 検査路B 詳細図 S=1:50

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

里根川橋(上り線) 

P1橋脚 撤去工 検査路B 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

撤去 S=1:25 S=1:25

S=1:25

S=1:25 S=1:25

S=1:25

S=1:50

撤去箇所

撤去箇所

撤去箇所

検査路

検査路

検査路

※完成図を基に作成している。
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里根川橋(上り線) P1橋脚 設置工 検査路B 詳細図(その1) S=1:75
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2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。
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"c"部詳細 S=1:10
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Uボルト

支柱２本で手摺りを固定する箇所のみ

図面中は☆印で示す

☆印 手摺抜け落ち防止加工詳細 S=1:15

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

里根川橋(上り線) P1橋脚

設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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里根川橋(上り線) P1橋脚 設置工 検査路B 詳細図(その2) S=1:75
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2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

階段部

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。
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支柱２本で手摺りを固定する箇所のみ

図面中は☆印で示す

☆印 手摺抜け落ち防止加工詳細 S=1:15
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縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

里根川橋(上り線) P1橋脚

設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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里根川橋(上り線) P1橋脚 設置工 検査路B 詳細図(その3) S=1:75
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2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。
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4-BN M16x40(ワッシャー付)

15
0

306

3
0

3
0

(SS400相当品)

4-19x40長孔

40
1
1
0

7
5

2
2
5

35 130 35

200

2-PL 200x6x225(SM400A)

4-BN M16x40(ワッシャー付)

4

20

6

6

75

4

4

75
1
5
0

製作数:2ヶ所

10 59 1059

10 50 1050

製作数:2ヶ所

6

4

製作数:2ヶ所

30 35

65 歩廊詳細

1
0
0

3
.
2

2
0 1
0
0

190300190

3535 610

5058050

680

.100x50x5x7.5

640

50

20 20

CH PL. t=3.2

φ12孔

端 部

S=1:25

50

35

2
5 5
0

680

7
52
0

20

3
.
2

35

50 580

610

20

50

640

L.75x75x6

R20

4

CH PL. t=3.2

φ12孔

75
10

架け違い部

1
0
0

140

1010

380140

660

2
0

19x40長孔

6
0
4
0
6
0

1
6
03
0
3
0

3
0

3
0

3
0
1
00

1
60

380

66010

140

10

19x40長孔

140
30

製作数：2ヶ所

B1 B2 部

B3 部

9

PL.60x9x660

5
1
5
0

a a

a - a

20

3
.
2

20

50

640(640)

CH PL. t=3.2

1
0
0

9

PL.160x9x6604

680(680)

4

b b

b - b

d

d - d

4 4

d

c c

c - c

PL.160x9x660

PL.60x9x660

CH PL 366X4.5X530

816

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

里根川橋(上り線) P1橋脚

設置工 検査路B 詳細図(その3)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

67/72
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里根川橋(上り線) A2橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1) S=1:50

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

里根川橋(上り線) A2橋台

撤去・設置工 検査路B 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

撤去・設置

既設 4  5 検査路 A2 668mm下げて設置

撤去・設置箇所

1180

注記

※完成図を基に作成している。

68/72

68/72



里根川橋(上り線) A2橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2) S=1:50

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

里根川橋(上り線) A2橋台

撤去・設置工 検査路B 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

既設 6  7  8  9  検査路 A2 668mm下げて設置

新設4×12箇所＝48本

撤去・設置箇所

梯子は、既設残置

S=1:25

S=1:5

S=1:50

S=1:37.5

再設置歩廊面

梯子追加 梯子追加

注記

※完成図を基に作成している。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

里根川橋(上り線) A2橋台

撤去・設置工 検査路B 詳細図(その3)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

里根川橋(上り線) A2橋台 撤去・設置工 検査路B 詳細図(その3) S=1:50

A2橋台(上り線) 検査路

既設 4  5  6  7  8  9 検査路 A2 668mm下げて設置

現況

500

1
0
0
0

100

復旧検査路

1
0
0
程

度
7
5

A2橋台

落橋防止構造

8
6
5

計画

1
1
00

7
6
8

4-ホールインアンカー M16×125
新設

500 100

検査路一時撤去 A2橋台(上り線)

1
1
0
0

1
00

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

1.特記なき材質は全てSS400とする。

4.部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

注記

　亜鉛の膜厚は　JIS H 8641  HDZT77とする。

  但し、厚さ 3.2mm未満の鋼材及びボルト、ナット類は

  HDZT49とする。

3.ボルト・ナットは緩み止め機能のあるものを使用する。

1
8
6
5

3
0
0

梯 子 詳 細

150

3
0
0

1
5
6

6
6
8

S=1:25

3
0
0

3
00

1
5
9

406

5
0

3
0
0

1
50

3
00

3
0
0

3
0
0

ステップ詳細

1-RB φ22x430

2-FB 90x6x300

   2-ホールインアンカー M16x125

製作数:n=10

100 400 100

4060 6040

9
0

4
5
4
5

φ19孔 430

φ
2
2

100 400 100

4060 6040

φ
2
2

1
5
0

5
0

90

4545

（1箇所）

2
0
0

支承前面 梯子追加詳細

3
5
0

8
1
5

3
5
0

1
5
0

歩廊面

橋座面

150

梯子追加

1
8
6
5

3
5
0

1
5
0

2
0
0

3
5
0

8
1
5

S=1:25

(2箇所)

梯 子 詳 細 S=1:253 - 4 間

1-RB φ22x430

2-FB 90x6x300

   2-ホールインアンカー M16x125

製作数:n=6

150

6
6
8

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

100 500

6
6
8

3 検査路

4 検査路

4 検査路

3 検査路

1000

A2橋台(下り線)

A2橋台(上り線)側面

竪壁前面
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里根川橋(上り線) P1～P4、P6橋脚 撤去・設置工 排水管A 詳細図 S=1:250

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

里根川橋(上り線) P1～P4、P6橋脚 

撤去・設置工 排水管A 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

排水管撤去・復旧箇所

撤去復旧延長

P2

P3

14.284m

10.029m
P4 5.771m
P6 10.258m

撤
去
・
復
旧

 
P
1
 
3
8
6
0
×
2
+
3
1
0
3
=1
0
8
2
3

撤
去
・
復
旧

 
P
2
 3
8
6
0
×
3+
(
H
4
)
2
7
0
4
=1
4
2
8
4

 
P
3
 3
8
6
0
×
2+
(
H
4
)
2
3
0
9
=1
0
0
2
9

 
P
4
 
3
86
0
+
(
H
4
)
1
9
1
1
=
5
7
7
1

 
P
6
 
3
8
6
0
×
2
+
(
H
4
)
2
3
5
2
+
1
8
6(
受
け
桝
)
=
1
0
25
8

P1 10.823m

3030

60

87147476

200

1-PL  80×6×200(SS400)
取付金具 S-1

1-PL  80×6×107(SS400)

取付金具 S-1

2-BN M12

S=1:15

2
0
0

9
7

6
9
7

200

87147476

3030

60

5

φ
1 6 5

5

2-BN M12×40(1W付き)(SS400)

既設1箇所あたり

φ14孔

1-PL  80×4.5×647(SS400)

2-ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ M12×50
2-φ14×30長孔

2-コンクリートアンカー M12×100

2
0
0

80

9
7

6
9
7 50

1
0
0

5
0

4040

一時撤去再利用

新設

8
0

P1 新設 2×6箇所＝12本 

P2 新設 2×6箇所＝12本 

P3 新設 2×6箇所＝12本 

P4 新設 2×4箇所＝ 8本 

P6 新設 2×6箇所＝12本 

炭素繊維巻立て補強 炭素繊維巻立て補強

炭素繊維巻立て補強 炭素繊維巻立て補強

※完成図を基に作成している。
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+
8 0

P2

P1

立入防止柵(一般型非積雪地用)

L=27.4m

水路 Ds-Pu-0.24-0.24

L=4.2m

コンクリートブロック張撤去・復旧

A=7.5m²

+2
0

P3 P4

立入防止柵(一般型非積雪地用)

L=1.5m

立入防止柵(一般型非積雪地用)

L=2.5m

立入防止柵(一般型非積雪地用)

L=2.0m

里根川橋(上り線) 撤去・再設置図

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

里根川橋(上り線)

撤去・再設置図

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

凡 例

… 水路

… 側溝

… 立入防止柵

… 張コンクリート

P1・Ｐ3橋脚耐震補強施工時

1.水路（樋管）の設置深さは簡易計測による推定である。

注記

2.施工に際しては試掘を行い、樋管の管底を確認すること。

3.構造物掘削が樋管の管底よりも低い場合は、施工余裕幅を狭めて

  施工しても良い。

   (一般型非積雪地用)

平面図 S=1:200 平面図 S=1:200
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